第5巻第27課

第27課　歓迎
目標
	日本語学習目標

・相手の要望を考慮しながら、グループで相談して旅行の行き先を決めることができる。

・大連の地域の特色や特徴となる施設・名産を言うことができる。

・グループで決めた旅行の行先とその理由を簡単に言うことができる。
文化・人間関係目標

・さまざまな方法・リソースから情報を得ることができる。また、その情報が適切で正確なものかを判断することができる。

・道路標識やさまざまなマークが、コミュニケーションのツールのひとつであることに気づく。

・日本の地理的特徴と文化を通して、文化の発達とその方向は地理的特徴の影響を多大に受けていることに気づく。


主題場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント

・6人が郊外の張ていの祖父母の家に遊びにいき、りんご狩りをしている場面を取り上げました。

6人がそこに行くことにした経緯や自分の体験を振り返る質問をしながら、トピックを導入していきましょう。

　質問　○　6人はどこに何をしに来ていますか。

· そこに行くことはすぐに決まりましたか。

· そこに行くことに決めた理由は何ですか。

· あなたは友達とどこかに郊外に行ったことがありますか。

· 行き先は何を考慮して決めましたか。

· あなたは自分の町を案内したことがありますか。

· そのとき、何を考慮して案内する場所を決めましたか。

学習活動（学习活动）
連れて行きたいところ

	活動のねらい

	・相手の要望を考慮しながら、グループで相談して旅行の行き先を決めることができる。

・大連の地域の特色や特徴となる施設・名産を言うことができる。

・グループで決めた旅行の行先とその理由を簡単に言うことができる。
・さまざまな方法・リソースから情報を得ることができる。また、その情報が適切で正確なものかを判断することができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	○
	
	
	[有名]だよ。／[おもしろい]よ。

[旅順]は[りんご]が（一番）[有名]だよ。

[発見王国]は[おもしろい]よ。

[開発区]には[発見王国]があるよ。

[老虎灘]は[学校]から近いよ。

わたしたちは[星海公園]に行きます。

[星海公園]は[近い]からです。

[星海公園]は[有名]だからです。
	有名、きれい、便利

おもしろい、楽しい、[学校]から近い


●活動内容

・1 世界の中学生のメールを読んで、自分だったらどこに連れて行くかを考える。

・2 連れて行きたいところについて調べる。そのとき、いくつかのポイントに注意する。

・3 グループにわかれ、自分が連れて行きたいところを理由とともに説明する。それから、グループで連れて行きたいところを相談して決める。最後に、グループの考えを発表する。

●制作意図＆授業のヒント

・海外から同世代の中学生が自分の町に来たとき、どこに連れて行くかを考える疑似体験ができるようにしました。

・1と2は個人作業、3（1）（2）はグループ作業、3（3）はクラス発表を想定しています。

・1では、メールをよく読んで、だれがどんな要望を持っているのかを把握しましょう。また、第1～5巻の好朋友を見直して、世界の中学生7人のそれぞれの趣味や嗜好を踏まえることも、連れて行きたい場所を考える手助けになるでしょう。

・2では、自ら多くの情報源にアクセスして情報を得る力を養うこと、たくさんの情報の中から適切な情報・正しい情報を判断できる力を養うことを意図しています。生徒たちが情報を集めた後、P40の表をみながら、情報の集め方や情報についてチェックしましょう。また、漫画部分でも、インターネットで得た情報の中には不正確な情報もあることを取り上げています（漫画P14～17）。P40の表の意味について、漫画の中のストーリー（夏の情報の集め方と情報の正確さ）と結び付けて生徒に考えさせるのもいいでしょう。

・3（4）の発表では、丁寧体（です・ます体）を使うようにしましょう。

●補足説明


なし

コラム（专栏）

日本の風土と日本人の生活

	目標

	・日本の地理的特徴と文化を通して、文化の発達とその方向は地理的特徴の影響を多大に受けていることに気づく。


●制作意図

・この課のコラムでは、日本の地理や気候などの自然環境と日本文化、生活の関連について取り上げています。日本の家が木造なのはなぜか、日本料理があっさりしているのはなぜかなどを考えると、そこには日本の地理的な特徴、気候の特徴などが関係していることがわかります。同様に中国文化、生活について、なぜ今現在のような形に発展してきたのか、その由来や経緯、理由を考えてみることで、さまざまなことが見えてきます。

◇気付かせたいポイント

　　・地理的特徴、気候と人の文化・生活の関連

●授業のヒント

・まず、社会の授業などで日本の地理や気候について、どんなことを学んだかを思い出します。それから、地理や気候などの自然環境と人の生活には何か関係があると思うか、考えてみます。このとき第3巻15課のコラム「日本の家」の内容を振り返ってみてもいいでしょう。そして、①～④のコラムを読んで、それぞれのコラムにある質問についてクラスで考えてみましょう。そして、中国の各地域の地理や気候とその地域の文化、生活の関係についても調べてみるとおもしろいでしょう。

●補足説明

・②の図をみると、日本の川は短く、急な流れの川が多いことがわかります。これは、①にも書かれている通り、山が多いためです。また、同じく①に書かれている通り日本は降水量が多いので、水が勢いよく流れていき、ゴミなどがたまりにくく、澄んだ水のまま海まで流れていく傾向にあります。きれいな水が比較的簡単に手に入る環境が、日本料理や日本のお風呂文化に影響を与えていると言われています。

・③では、生活文化の中でも木と水の活用に焦点を当てています。日本の家や木造の建物については、第3巻の第15課でも取り上げているので、そのコラムの補足説明も参考にすることができます。また、第29課のコラムでも木を使った産業について紹介しています。

・③の左上の写真は木のお椀です。日本では味噌汁やお吸い物などの汁物は、木のお椀を使うことが一般的です。ご飯は陶器の茶碗を使うことが一般的です。日本では食事のとき、お茶碗やお椀を手に持つことが礼儀作法と考えられています。木のお椀は熱い汁物が入っていても、手に持てます。

・③では、水と料理の関係が紹介されています。硬水はミネラルが多く、煮込んだりすると素材の味が変わってしまうため、比較的濃い味付けの料理が発達すると言われています。中国のほか、ヨーロッパなども硬水の地域です。

・④では気候と語彙の発達が紹介されています。気候だけでなく、生活の重要な部分を占める物や事柄を表わす語彙は、より細かく定義付けされると言われています。例えば、日本では魚を表す語彙が他の言語に比べて細かく定義されていると言われています。モンゴルでは羊を表す語彙が発達していると言われています。エスキモーのことばでは雪を表す語彙が細かく定義づけされていると言われています。

日本語広場（日语广场）
標識
	目標

	・道路標識やさまざまなマークが、コミュニケーションのツールのひとつであることに気づく。


●制作意図

・クイズを通して、コミュニケーション手段が言語だけでないこと、マークもコミュニケーション手段の一つであることに意識を向けられるようにしました。

●授業のヒント

・P43には日本で使われている道路標識やマークを掲載しています。

・中には生徒が日常で見た道路標識・マークと似ているものや、見たことはないが意味は簡単に想像できるものもあるでしょう。道路標識やマークには言語を超えた普遍性があることを気がつかせましょう。

●補足説明
道路標識、マークの意味

上段：車内の優先席を示すマーク（お年寄り、妊婦、赤ちゃん連れの人、怪我をしている人が優先的に座れる席にこのマークがついています）

中段左：横断歩道の道路標識

中段中：道の横断を禁止する道路標識

中断右：駐輪を禁止する道路標識

下段左：トイレのマーク

下段中：エスカレーターのマーク

下段右：レストランのマーク

考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・「在这种情况下应该怎么说？」は、それぞれの場面でどんな表現を使うか、口頭でまた書いて確認しましょう。

・「说一说！」では、日本の中学生からの手紙を読んで、どこを案内するといいか口頭で言ってみましょう。


























































1

